
平成２２年度

鳥取県新指定文化財速報展

主 催 鳥取県教育委員会

協 力 指定文化財所有者の皆様・鳥取市教育委員会・米子市教育委員会・南部町教育委員会

平成２３年２月２２日(火)～３月２７日(日)

鳥取県立博物館 常設展示室

※一部展示品は２月２３日からの展示となります。

沖一峨 紙本金地著色竹梅図・紙本著色草虫図 衝立



《平成２２年度 鳥取県新指定文化財速報展 出品リスト》

【展示品】

●蔵見３号墳出土鴟尾付陶棺 （玄関ロビー）指定予定

●蔵見３号墳出土鳥形瓶、須恵器 （１階常設展 歴史・民俗展示室）指定予定

●井手挾３号墳出土埴輪（盾持人埴輪ほか） （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●法勝寺電鉄関連資料（カーズプレートほか）（１階常設展 歴史・民俗展示室）指定予定

●沖一峨 絹本著色江戸風景図 （１階常設展 美術展示室 2月23日～）H20.12.19指定

●沖一峨 紙本金地著色竹梅図・ （１階常設展 美術展示室 2月23日～）指定予定

紙本著色草虫図衝立

【パネル展示】

●木造蔵王権現立像 （１階常設展 歴史・民俗展示室）指定予定

●松に猿嵌木丸額 （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●桑田家住宅 （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●桑田氏庭園 （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●高田家住宅 （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●高田氏庭園 （１階常設展 歴史・民俗展示室）H22.9.17指定

●尾崎家住宅 （１階常設展 歴史・民俗展示室）指定予定

新指定文化財速報展について

◇速報展とは◇

新たに鳥取県指定文化財となった文化

財を知ってもらうための展示会です。

◇鳥取県指定文化財について◇

絵画や彫刻といった美術工芸品、建

造物、庭園や歴史資料、民俗芸能・

風俗習慣、史跡や天然記念物など、

鳥取県にとってかけがえのない価値

を持つもののことです。指定は鳥取

県教育委員会が行います。

鳥取市東町一丁目２７１番地 鳥取県教育委員会事務局文化財課

電話：0857-26-7932 FAX：0857-26-8128 HP：http://www.pref.tottori.lg.jp/bunkazai

井手挾３号墳出土埴輪群

井手挾３号墳は、淀江平野の南側

に突出した丘陵先端部に立地する

古墳である。 個々の保存状態が

よく、形象埴輪群と、円筒埴輪群

で構成される良好な一括資料であ

る。山陰地方において、５世紀後

半の古墳における埴輪祭祀の様相

を知ることのできる貴重な資料で

ある。

蔵見３号墳出土鴟尾付陶棺

蔵見３号墳は鳥取市福部町

南田に所在する多角形墳。陶

棺は出土した須恵器の年代か

ら７世紀第３四半期から８世

紀初頭までの所産と推定さ

れ、終末期の古墳文化におけ

る仏教的要素の導入をうかが

わせる貴重な資料となってい

る。

展示品の一部を紹介します

絹本著色江戸風景図

鳥取藩御抱絵師を代表する名手の一人と

して江戸時代後期に活躍した、沖一峨

(1796～1861)の作品。

江戸の南東部から東京湾をへだてた房総

半島の山並みまで一望する本図は、スケー

ルの大きさといい、緻密な表現といい、出

色の出来映えを誇る一点である。


